
第２１９回 教育研究評議会 議事録 
 

日 時：令和５年４月２０日（木）   
                                １３時３０分～１４時１８分 
                             場 所：事務局第１会議室（本部棟３階） 
                               （オンライン併用） 
出席者 
    学長（議長）       梅原             
    理 事          泉、川村、関崎、蛯名 
        副学長          髙木、四方、椛島、田中 
    教育学部         木村、加藤、鈴木         
    経済学部         奥村、伊集           
    経営学部         大森、大雄              

理工学部         眞田、濱上 
都市科学部        藤掛、及川 
国際社会科学研究院    佐藤、森田、渡邉 
工学研究院        梅澤、竹村、獨古 
環境情報研究院      森、石川、多々見 
都市イノベーション研究院  勝地、大野、清田 

    先進実践学環       河潟 
附属図書館長       大原 
 

議 事 
議事に先立ち、議長（学長）から挨拶があり、続いて、理事・副学長の挨拶、新評議員の挨拶、並び

に４月１日付け異動の事務系幹部職員の紹介がされた。 
また、議長代理について議長から泉理事（企画・人事担当）が指名された。 
 

Ⅰ 議事録確認 
   第２１８回教育研究評議会議事録（案）（資料１）について、原案のとおり確認した。 
    
Ⅱ 報告事項 
 
 １．議長報告 
 
  議長から、資料２及び２－１～資料２－７に基づき、次の事項について報告があった。 
（ 1）3/10 SXIP 産官学連携人材育成セミナー 出席・挨拶 
（ 2）3/13 令和４年度学生表彰 
（ 3）3/14 中華人民共和国駐日本国大使館教育処参事 来訪 
（ 4）3/15 連合学校教育学研究科学位記授与式 出席 
（ 5）3/15 コートダジュール大学 来訪 
（ 6）3/17 ダブルディグリーコンソーシアム T.I.M.E.事務局長 来訪 
（ 7）3/20 福井県立若狭高等学校長 来訪 
（ 8）3/22 名誉博士号授与式（Miguel 教授）挙行 
（ 9）3/22 令和４年度学生表彰 
（10）3/22 YNU 校友会理事会・評議会 出席 



（11）3/23 令和４年度横浜国立大学卒業式・大学院修了式 挙行 
（12）3/23 常盤台キャンパスストリート名称授賞式 挙行 
（13）3/24 横国・コマツ連絡協議会 出席 
（14）3/27 文部科学省初等中等教育局課長補佐 来訪 
（15）3/28 ビューティー&ウェルネス専門職大学開学式 出席 
（16）3/31 横浜銀行 来訪 
（17）4/ 3 慶應義塾大学 SFC 湘南みらい都市研究機構 来訪 
（18）4/ 4 令和５年度横浜国立大学入学式・大学院入学式 挙行 
（19）4/ 4 保土ケ谷区長 来訪 
（20）4/ 4 富久会保護者歓迎会 挨拶 
（21）4/ 5 横浜市立大学入学式 出席 
（22）4/ 5 神奈川県ユニセフ協会事務局長 来訪 
（23）4/ 7 連合学校教育学研究科入学式 出席 
（24）4/13 名誉教授称号授与式 挙行 
（25）4/14 横浜未来機構 来訪 
（26）4/14 徳洲会東京本部 訪問 
（27）4/14 NHK 副会長 訪問 
（28）4/17 内閣府 来訪 
（29）4/19 発明表彰授与式 挙行 
（30）4/20  KISTEC 新理事長 訪問 
（31）令和５年度役員、副学長、部局、学長補佐及び機構・センター長等について 

・資料２－１～資料２－５に基づき、令和４年度の役員・副学長、部局長、評議員、学長補佐、

機構・センター長等の報告があった。 
（32）令和４年度全学協力事業基金決算報告（案）について 

・資料２－６に基づき、令和４年度全学協力事業基金決算報告（案）について報告があった。 
 

 ２．委員会報告 
 

    議長から、委員会の開催状況について、資料２－７のとおり報告があった。 
 
３．理事、副学長、部局等報告 

 
    理事、副学長、部局等から、次の事項について報告があった。 
 
 （ 1）理事（企画・人事担当）・副学長 

  ・資料３－１に基づき、第４期中期計画変更について、文部科学大臣より本学からの申請どおり

認可する旨の通知があったとの報告があった。 
  ・資料３－２に基づき、第 3 期中期目標期間（６年目終了時）に係る業務の実績に関する評価結

果として、達成又はおおむね達成と評された旨の報告があった。 
   

 （ 2）副学長（教育担当） 
・資料３－３－１及び資料３－３－２に基づき、令和５年度の学部及び大学院の入学者選抜実施

状況について報告があった。 
・資料３－４に基づき、令和５年度オープンキャンパスの実施日程等について報告があった。 

   ・ChatGPT について、学長、副学長（研究担当）と三者で打合せし、情報戦略推進機構で協議す

る旨の報告があった。 



    → 委員より、理工学部関係教員にアンケ―トを行い、情報収集をしている旨の発言があった。 
 
（ 3）副学長（研究担当） 

・資料３－５に基づき、令和５年度の YNU 研究拠点の認定状況について報告があった。 
    

 （ 4）副学長（国際担当） 
   ・資料３－６及び資料３－６－１に基づき、大学間学術交流協定の締結について報告があった。 
  
（ 5）経済学部長 

   ・資料３－７に基づき、横浜国立大学経済学部と華東師範大学経済与管理学部との学部生ダブル

ディグリー・プログラムの更新について報告があった。 
 
（ 6）国際社会科学研究院長 

・法曹実務専攻の廃止について、報告があった。  
 
Ⅲ 人事事項報告 

 
議長から、資料４に基づき、人事事項について報告があった。 
 

Ⅳ 審議事項 
 
１．学長選考・監察会議委員の選出について  
  議長（学長）から、学長選考・監察会議規則第２条第１項により経営協議会から選出される学外

委員は現在８名と規定されているが、現時点での選出人数は７名であること。国立大学法人法第１

２条により学外委員・学内委員は同数にする必要があり、そのため教育研究評議会から選出する学

長選考・監察会議委員の人数も同数の７名を選出する必要がある旨の説明があり、併せて次の補足

説明があった。 
・規則により学長及び理事以外の評議員が対象者となること 
・選考方法は、自薦・他薦を問わず理由を付して候補者を挙げた上で選出すること。 
 
 委員から、教育組織の運営に精通していることから奥村評議員、藤掛評議員。教育・研究組織の

運営に精通していることから木村評議員、佐藤評議員、梅澤評議員、森評議員、勝地評議員の７名

を候補者として推薦したい旨の提案があり、審議の結果、提案のとおり、推薦された７名を学長選

考・監察会議学内委員の選出者とすることが承認された。 
 

２．大学間学術交流協定の締結について 
  副学長（国際担当）から、資料５及び資料５－１に基づき、大学間学術交流協定の締結を行う旨

の説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
 
Ⅴ その他事項 
 
 １．令和５年度教育研究評議会等開催日程について 
   議長（学長）から、資料６に基づき、令和５年度の会議日程について説明があった。 
 

以上 


